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現
在
運
行
し
て
い
る
予
約
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
に
お
い
て
、
駒
畠

線
は
平
成
25
年
10
月
か
ら
試
験
運
行
を

経
て
、
翌
年
10
月
か
ら
本
格
運
行
し
て

お
り
、
古
舞
線
は
平
成
26
年
７
月
か
ら

試
験
運
行
を
経
て
、
翌
年
４
月
か
ら
本

格
運
行
し
て
い
る
。

　

高
齢
化
の
加
速
に
よ
り
、
車
を
運
転

し
な
い
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
く
中
、

交
通
弱
者
の
た
め
の
足
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
が

あ
る
の
で
は
と
考
え
、
以
下
伺
う
。

⑴
駒
畠
線
と
古
舞
線
の
利
用
状
況
。

⑵
駒
畠
線
は
幕
別
市
街
地
ま
で
、
古
舞

線
は
札
内
市
街
地
ま
で
、
自
宅
の
場
所

に
よ
っ
て
行
き
先
が
限
定
さ
れ
て
し
ま

う
が
、
共
に
幕
別
・
札
内
ま
で
運
行
で

き
な
い
か
。

  

町　

長

町　

長  

⑴
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
運
行
開
始

以
来
、
利
用
者
数
は
年
々
増
加
し
て
い

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
令
和
元
年
度
を
ピ
ー
ク
に

駒
畠
線
で
は
２
年
度
ま
で
、
古
舞
線
は

３
年
度
ま
で
利
用
者
数
が
減
少
し
、
そ

れ
以
降
は
両
線
と
も
に
緩
や
か
な
回
復

傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　

駒
畠
線
は
、
Ｊ
Ｒ
幕
別
駅
の
ほ
か
、

医
療
機
関
や
美
容
室
へ
の
移
動
が
主
な

利
用
目
的
で
、
令
和
４
年
度
の
運
行
実

績
は
、
延
べ
利
用
者
数
５
１
８
人
で
前

年
度
と
比
べ
99
人
増
加
し
て
い
る
。

　

古
舞
線
は
、
大
型
ス
ー
パ
ー
の
ほ
か

医
療
機
関
や
温
泉
へ
の
移
動
が
主
な
も

の
で
あ
り
、
令
和
４
年
度
の
運
行
実
績

は
、
延
べ
利
用
者
数
６
９
６
人
で
前
年

度
と
比
べ
65
人
増
加
し
て
い
る
。

⑵
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
公
共
交

通
空
白
地
域
を
解
消
し
て
最
寄
り
の
公

共
交
通
機
関
と
接
続
し
て
、
支
線
と
し

て
運
行
す
る
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
路
線
に

位
置
付
け
ら
れ
、
居
住
地
か
ら
最
寄
り

の
駅
周
辺
ま
で
を
運
行
範
囲
と
す
る
、

国
の
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事

業
の
補
助
を
受
け
て
運
行
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
状
で
は
、
駒
畠
線
・
古
舞

線
そ
れ
ぞ
れ
の
運
行
エ
リ
ア
を
越
え
る

目
的
地
ま
で
の
運
行
は
認
め
ら
れ
て
い

な
い
。

　

今
後
は
、
現
在
策
定
中
の
幕
別
町
地

域
公
共
交
通
計
画
の
中
で
、
予
約
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
を
含
め
た
町
内
の
移
動
手

段
を
総
動
員
し
た
、
よ
り
利
便
性
の
高

い
公
共
交
通
体
系
の
構
築
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

  

再
質
問

再
質
問  

　

行
き
先
で
あ
る
幕
別
・
札
内
市
街
地

へ
の
線
引
き
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

た
か
。
不
公
平
感
へ
の
考
え
方
は
。

　

行
政
区
の
境
界
線
近
く
に
居
住
し
、

札
内
に
行
き
た
い
が
行
け
な
い
場
合
、

エ
リ
ア
に
入
れ
ば
少
し
柔
軟
に
対
応
で

き
な
い
の
か
。

  

答答  

　

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
先
行
し

て
駒
畠
線
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
後
に
古

舞
線
が
設
定
さ
れ
た
。
補
助
制
度
上
、

二
つ
の
エ
リ
ア
を
分
け
て
設
定
す
る
こ

と
と
な
っ
た
経
過
が
あ
る
。

　

線
引
き
に
つ
い
て
は
、
エ
リ
ア
を
決

め
て
い
る
以
上
、
ど
こ
で
線
引
き
を
し

て
も
、
境
界
線
の
問
題
は
出
て
く
る
と

思
わ
れ
る
。

　

フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
路
線
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
た
め
、
幕
別
駅
に
近
い
方

は
幕
別
駅
周
辺
に
向
か
う
駒
畠
線
を
、

札
内
駅
に
近
い
方
は
札
内
駅
前
に
向
か

う
古
舞
線
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
地
図
上
に
示
し
て
、
ど
ち
ら

の
路
線
が
利
用
で
き
る
か
を
広
報
し
て

い
る
が
、
そ
の
中
で
、
札
内
駅
と
幕
別

駅
の
ど
ち
ら
か
ら
も
同
じ
よ
う
な
距
離

に
位
置
し
て
い
る
美
川
、
明
倫
、
新
和
、

豊
岡
２
の
行
政
区
に
つ
い
て
は
、
古
舞

線
、
駒
畠
線
、
ど
ち
ら
も
利
用
で
き
る

と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

　

住
民
の
要
望
は
十
分
理
解
し
て
い
る

が
、
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な

い
た
め
、
今
の
補
助
制
度
の
中
で
、
ど

こ
ま
で
弾
力
的
な
運
用
が
で
き
る
か
協

議
し
て
い
き
、
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合

は
、
全
町
１
本
で
運
行
が
で
き
な
い
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。
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答問
地
域
公
共
交
通
計
画
の
中
で
、
よ
り
利
便
性
の

高
い
公
共
交
通
体
系
の
構
築
を
目
指
し
た
い

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
駒
畠
線
と
古
舞
線
、
共
に

幕
別

・
札
内
ま
で
運
行
を


